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　3月26日（水）～28日（金）の3日間、大
洗町を会場に「第8回全国体操小学生大会」が
開催されました。
　20都道府県から301人が技を競い合い、選
手たちは団体体操や鉄棒、跳び箱やゆかなど
の演技を披露。表現力豊かな演技を決めると、
会場から大きな拍手が沸き起こりました。
　大洗町からも団体体操に3チームが出場し、
力いっぱい練習の成果を披露しました。また、
開会式のオープニングセレモニーでは、夏海
小学校の生徒による磯ダンスや大洗高校マー
チングバンドの演奏で会場は大いに盛り上が
りを見せました。

体操界の新星　華麗に演技
第8回全国体操小学生大会

　3月13日（木）、大洗海浜公園芝生広
場で、第1回スポーツ交流会を開催しま
した。恵泉保育園と町立第一保育園のこ
どもたち34名が、スポーツを通して楽し
いひと時を過ごしました。
　当日は天候に恵まれ、家族や保育士の
応援の中、のびのびと集団あそびをした
り、サッカーあそびに夢中になったり、
仲間と協力し最後まであきらめないで頑
張ることの大切さを学びました。

元気に楽しくスポーツで交流

　3月29日（土）、大洗わくわく科学館で、あり
ま博士こと有馬朗人名誉館長（元文部大臣兼科学
技術庁長官）のわくわく科学教室が開催され、町
内の小中学生約50人が実験などを通して「水の不
思議」について学びました。
　科学教室では、有馬博士による水に関した俳句
の講演や科学館スタッフが水の分解や状態変化の
実験などを実演し、有馬博士がそれぞれの実験に
解説を加えました。
　参加した子ども達は、講演や実験を通して「水
の不思議」について学び、科学を楽しく体験する
ことができました。

ありま博士のわくわく科学教室
水の不思議を体験

華麗な演技を魅せた
磯浜小（上）と大貫小

磯ダンスを披露
（夏海小）
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田
たやま

山　桂
けいた

大くん
（蔵前３区　１歳）
お父さん　一暁　　お母さん　麻由美
「わんちゃん大好き。よろしくね。」

関
せき

　龍
りゅうき

輝くん
（川口　２歳）
お父さん　克則　　お母さん　朋美
「わが家の宝です。元気にたくましく
育ってね。」

第19回

　東京出身のご夫妻、東京から群馬、そして6年前、大洗に
移り住むこと4年間、その後広島へ転勤し、昨年7月に再び
大洗へお戻りになられた、桜道にお住まいの中野さんご家族
を紹介いたします。
　現在、祖母とお子さん3人の6人家族。大貫町でラーメン
店を経営。
Ｑ：大洗に移住されたきっかけは何ですか？　
Ａ：最初のきっかけは仕事関係でした。しかし、飲食店を経
営したいという以前からの夢を実現したく、大洗に住んで
いた4年間に知り合った友人らに支えられ、夢を実現する
なら「ここ大洗の地で」と強く思いました。
Ｑ：大洗のどこに魅力を感じましたか？
Ａ：住みやすい自然環境や食べ物がおいしいこと、また、一
度大洗を離れて気づいた人の温かさや人情深いところです
ね。
Ｑ：大洗で一番好きな場所はどこですか？
Ａ：桜道公園から見る、涸沼川での「しじみかき」の風景が
好きです。また、サンビーチの水平線から昇る太陽は絶景
ですね。
Ｑ：町に関係した取り組み活動等はありますか？
Ａ：以前、妻が交通安全母の会で活動していました。
Ｑ：町に対する要望はありますか？
Ａ：子ども達が少なく、町の
人口が減少しているので心
配です。雇用の創出をテー
マに、大人が住みやすいと
思える町になれば良いので
はと感じています。また、
毎年実施している北海道洋
上体験学習は子ども達に
とって非常に意義のある体
験だと思います。ぜひ続け
てほしいです。

「私が惚れこむ大洗」

大洗ライフスタイル

■大洗が好きで、大洗に定住した方に大洗のどこが
好きになったのかお伺いするコーナーです。

「心温かく人情深い町の人」

海
水
浴
の
歴
史

大
洗
町
の

歴
史
を

見
つ

め

て

⑯

『尾
おわ り め い し ょ ず え

張名所図会』に描かれた潮湯治の様子
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友
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猿
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す
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隣
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澤
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わ
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。

樫
の
木
の
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み
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支
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い
小
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げ
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新
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こ
の
日
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れ
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に
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き
て
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一
枚
を
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評
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寒
四
温
、
き
の
う
は
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と
い
う
と
き
作
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は
衣こ

ろ
も
が更
え
を
す
る
の
だ
。

●●大洗町芸術文化祭短歌会●●
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水族館の長老 －ミカドチョウザメ－

　水族館の入口近くでマイワシが群れている「大洗の海

No.1水槽」の底には、体長が1ｍ以上もある大きな魚がいま

す。この魚こそ今回ご紹介しますミカドチョウザメです。

　チョウザメは名前から鮫（サメ）と思われがちですが、

サメの仲間ではありません。この名前の由来は体の表面に

蝶の形をした鱗（ウロコ）があり、体形がサメに似ている

ことからです。

　展示している魚は1982年（昭和57年）6月に鹿島沖で捕

獲され当館に来たものです。旧館の時代から約26年間飼育

し、国内の水族館では大洗水族館でのみ展示している貴重な魚です。チョウザメの仲間はもと

もと長寿で、種類によっては100年近く生きるとも言われています。展示しているミカドチョ

ウザメの年齢は不明ですが、まだまだ長生きして水族館を見守ってもらいたいものです。

　平成20年４月から５年間、中学１年生と高校３年
生対象に、公費で麻しん風しん混合予防接種を受け

ることができます。
　これは、昨年春の全国的な麻しん流行を受けての対策であり、麻し
んの排除をめざそうというものです。今後５年間、中学１年生と高校
３年生を対象に接種することで、麻しん及び風しんの予防接種をひと
り２回受けることができます。
　大洗町では、中学生は学校での集団接種、高校生は医療機関での個
別接種を予定しています。中学生は学校から配布される通知を、高校
生は個別に郵送される通知を確認のうえ、接種してください。なお、
対象学年を過ぎると、公費負担対象外になるのでご注意ください。
　流行を抑えるには95％以上の接種率が必要といわれています。ぜ
ひ予防接種を受けましょう。

自分の食べ物のバランスと量は？中学１年生・高校３年生
麻しん風しん混合予防接種開始麻しん風しん混合予防接種開始

問合せ／健康推進課 ☎266-1010


